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Abstract
We  have  reported  on  the  qualiﬁcation  of  Sports  Trainer  of  the  Disabled:  Intermediate  Sports  Trainer 
over  the  past  ﬁve  years.  We  examined  the  qualiﬁcation  acquisition  consideration  and  the  guidance  ex-
perience  in“Sports  Trainer  of  Disabled:  Intermediate  Sports  Trainer”this  time.
（1）  In  the  purpose  of  the  qualiﬁcation  acquisition,“It  was  likely  to  be  going  to  need  it  in  the  fu-
ture”was  69.0%.  Next,“It  is  interested”was  65.5%.The  time  of  the  ﬁrst  grader  was  44.8%  at  time 
when  the  qualiﬁcation  acquisition  was  considered.  When  it  was  contained  until  the  ﬁrst  term  the  sec-
ond  grader,  time  when  the  qualiﬁcation  acquisition  had  been  considered  became  72.4%.
（2）  The  total  days  of  the  guidance  experience  were  18.8 ± 5.68.  The  highest  days  were  the  42nd. 
Time  when  guidance  had  been  started  earliest  was  April  of  the  second  grader.“Participation  at  schools 
for  the  physically  and  mentally  disabled  or  practical  experience  such  as  caregiving.”was  executed  in 
May  and  June  of  two  annuals.  65.5%  of  the  whole  began  when  the  number  was  totaled.
（3）  In  the  guidance  results,“Participation  at  schools  for  the  physically  and  mentally  disabled  or  prac-
tical  experience  such  as  caregiving.”and“activities  for  supporting  disabled  persons”were  79.3%.  Next,
“sports-related  support  of  disabled  persons”was  65.5%.  In  these  organizations  and  the  approaches  to 
the  event,“The  notice  of  the  university  is  seen”was  44.8%.  Moreover,“Introduction  from  the  teacher 
of  the  university”was  37.9%.  In  addition,“Introduction  from  the  friend  and  the  acquaintance”was 
20.7%.
（4）  In  the  activity  after  the  qualiﬁcation  had  been  acquired,“I  want  to  act  positively”was  6.9%. 
Moreover,“If  the  situation  permitted,  I  want  to  act  positively”was  58.6%.  In  addition,“I  want  at 
once  to  act  in  the  future  though  it  was  impossible”was  34.5%.
（5）  The  sports  event  for  disabled  persons  from  which  this  increases  of  those  who  acquired  the  quali-
ﬁcation  were  held  in  Hyogo  Prefecture  was  related.  Future  tasks  should  prepare  the  one  to  take  the 
place  of  this  sports  event.
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1．はじめに
本学健康・スポーツ科学科における障害者スポーツ指導者制度中級スポーツ指導員（以下中級スポーツ
指導員とする）の資格取得は，2000（平成 12）年度より実施されている．その経緯，実情等については，「本
学健康・スポーツ科学科における障害者スポーツ指導者資格取得制度と課題について」1）「障害者スポー
ツ指導員資格取得者の現状について」2）「障害者スポーツ指導員資格取得者の現状について（2）」3）「障害者
スポーツ指導者制度中級スポーツ指導員資格申請について－ 3 年間の指導実績－」4）「障害者スポーツ指
導者制度中級スポーツ指導員資格取得者のための指導経験について」5）と過去 5 年間 5 題にわたり報告し
てきた．
2004（平成 16）年度，2005（平成 17）年度卒業生における中級スポーツ指導員取得学生が 24 名，20 名で
あったのに対して，2006（平成 18）年度は 35 名と伸ばす結果となった．これは，障害者スポーツが世間で
認知されてきたこと，第 6 回全国障害者スポーツ大会（のじぎく兵庫大会）が地元兵庫県で開催されたこと
とともに，経年にわたって報告し続けているこれらの研究が実を結んできている結果だと考えられる．こ
れらの研究を進めるに当たって，筆者ら本学健康・スポーツ科学科障害者スポーツ担当スタッフ（以下資
格担当スタッフ）は，障害者スポーツの現状や方策などを健康・スポーツを学ぶ学生に伝えること，そし
てそれらの学生に資格取得の手続きをすること，さらにその資格を生すべく情報提供等を行なうことなど
を課題として取り組んでいる．
資格取得は，課程認定を受けた講座の単位取得と，「卒業までに 3 年間にわたって，120 時間（15 日）以
上の指導経験を積んだ者」（以下指導経験とする）とが資格申請の条件となっている．前者は，標準時間割
に組まれた講座を取得するため比較的容易にクリア可能な状況であるが，後者である指導経験を積むこと
について，学生個人の行動力がかなり要求されるために大きな障壁となっているのが現状である．これは，
中級スポーツ指導員資格を取れるコースに在籍しながら，初級スポーツ指導員資格を申請したものが
2006（平成 18）年度卒業生において 18 名もいることからも推測できる．そこで，この指導経験を積みやす
くするためには，教員免許状取得に必要な実習である「養護学校参加実習・介護等体験」を利用し，その実
習施設・機関とその後も関係を持ち続けることが大切である．あるいは「障害者スポーツサポート」，具体
的には障害者スポーツセンターに足を運ぶことや障害者スポーツイベントに一度参加することによって，
その後も継続を続けることも考えられる．4）5）
資格取得希望者は，中級スポーツ指導員の資格をどういう意識で捉え，指導実績を積むための活動をし
ているのだろうか．そこで今回，2006（平成 18）年度卒業生における中級スポーツ指導員資格申請者を対
象に，資格取得の意識と指導実績についてアンケート調査を行い，その現状について検討し，今後の指導
に生かすことを目的に研究に取り組んだ．
2．方法
2006（平成 18）年度卒業生中級スポーツ指導員資格申請者 35 名に対して，「基礎情報」「指導経験につい
て」「今後について」の内容 10 項目についてアンケート調査を行なった．29 名より回答があり（回収率
82.9%），その結果を集計した．また，先行研究と同様 4）5），資格取得手続きの際の（財）日本障害者スポー
ツ協会公認障害者スポーツ指導者制度所定「活動実績証明書」に記載された期日，事項をもとに年・月，内
容種別（①養護学校参加実習・介護等体験実習，②健康・スポーツ実践実習，③教育実習，④障害者スポー
ツサポート，⑤障害者（児）サポート，⑥スポーツ活動サポート，⑦個人のスポーツ活動サポート），そし
て内容（イベント・教室等，主催・機関等）別に分類し集計した．
なお，今回の調査における「活動実績証明」の資料は，先行研究の報告 4）5）同様，提出された内容に基づ
いており，個人の判断によって記入されているため，実績数，記載方法等による誤差が含まれていると考
えられる．
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Table 1.  資格取得を意識した時期
年次 学期 ｎ（%）
1 年次
前　 期 7（24.1%）
1（3.4%）後　 期 3（10.3%）
特別学期 2（6.9%）
2 年次
前　 期 8（27.6%）
後　 期 0
特別学期 4（13.8%）
3 年次
前　 期 1（3.4%）
後　 期 0
特別学期 （3.4%）
無回答 2（6.9%）
（n=29）
3．結果および考察
（1）　資格取得の目的
今回調査した 2006（平成 18）年度資格取得者は，取得の目的を「将来必要になるかもしれない」20 名
（69.0%），「興味がある」19 名（65.5%），「身近に障害者がいる」3 名（10.3%）と回答しており，「なんとなく」
など目的がなく資格を取得した者は皆無であった．
（2）　資格取得を意識した時期について
資格取得を意識した時期について，Table 1 に示した．1 年次の 4 月時にすでに意識し始めた資格取得者
は 5 名（17.2%）で，その後 1 年次後期，特別学期合わせると，13 名（44.8%）が 1 年次に意識し始めたこと
になる．また，2 年次前期は 8 名（27.6%）で，この時点で全体の 7 割が意識し始めたことになる．
（3）　単位取得について
資格取得者は，単位取得について，「スムーズに取得できた」21 名（72.4%），「難しかった」7 名（24.1%），
無回答 1 名（3.4%）であった．約 7 割の資格取得者が，単位取得について，「スムーズに取得できた」と回
答しており，講座の設定が評価されていると考えられる．また「難しかった」と回答した資格取得者の大半
は，指導実績を積むことが難しい理由としてあげている．その他として，編入学のために単位取得が容易
でなかったと回答した資格取得者もいた．
（4）　指導経験について
資格取得者（サンプル）別指導実績状況について，Table 2 に示した．表は，年次・月別に報告された指
導実績を，内容種別およびその日数によって示している．一番早く行われた指導実績は，2 年次 4 月に実
施され，次いで 5 月・6 月に「養護学校参加実習・介護等体験」によって多数実施されている．一番遅く行
われた指導実績は，4 年次 2 月に実施され，障害者スポーツ協会への申請時間際まで実施されていたこと
になる．この活動の特徴としては，2 年次の 5・6 月に実施された「養護学校参加実習・介護等体験」が 17
名（58.6%）であり，過半数がこの実習を通して障害者と接したことになる．また，4 年次 5 月・10 月には，
第 6 回全国障害者スポーツ大会（のじぎく兵庫大会）のリハーサル大会と本大会が実施され，同行ボラン
ティア（指導補助）として参加した．5 月 11 名（37.9%），10 月 13 名（44.8%）が参加した．
指導実績は 15 日以上必要とされ，その合計日数について，Table 3 に示した．平均は 18.8 ± 5.68 日で，
最高 42 日であった．合計 15 日が 9 名（31.0%）で，16 日が 7 名（24.1%）であり，この両者で過半数を占め
ている．そこで，この合計日数についての意図を質問した．「合計日数については特に意識しなかった」
10 名（34.5%），「15 日を越えて実施しようと考えた」7 名（24.1%），「15 日でよいと考えた」6 名（20.7%），「3
年間で計画的に実施しようとした」3 名（10.3%），「4 年次駆け込み型になってしまった」3 名（10.3%），「思
いつきのみで実施した」2 名（6.9%）であった．「3 年間計画的」が少なく，逆に「思いつき」も少ないという
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Table 2.  サンプル別指導実績状況 (n=29)
年次 月
サンプル№
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29
1 年次 4 月 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▽
5 月 ▽
6 月 ▼ ▼ ▽
7 月 ▽
8 月 ▽
9 月 ▼ ▼ ▽
10 月 ▼ ▽
11 月 ▽
12 月 ▼ ▽
1 月 ▽
2 月 ▼ ▽
3 月 ▽
2 年次 4 月 E2 ▼ ▼ ▼
5 月 A2 ▼ ▼A1 ▼ ▼ A2
6 月 A2 A2 A2 A2 A1 A2 A2 A2 A2 A2 A2 A2 A2 A2 A2 E6 ▼
7 月 E2 E1 D1 D1 D1 E2
8 月 E1 E1
9 月
10 月 E2 E2 A5 E2 E2
11 月 E3 E4 E3 D1 E4 E3 D1
12 月 E1 E3 A5
E3
D1
E2
D1 A2 A7 A5
D1
E3 A5 D1 E3 D1 A5
D1
1 月 E2 A1 A5 A1 A5 A1 A5 A1 A1 A1 A1 E2 A1 A5
2 月 E3 A4D1 E1 A4 A4 A4 A4 A4 A4 E2 A4 A5
▼
A5
3 月 E1 E1 ▼ ▼ E2 ▼
3 年次 4 月 E1 G1 ▼ E2 E1
5 月 E2 D1 E4 E5 E3 E1 E2
6 月 E1 E1 E2 E1 E1 E4 E3 E2 E1 E2 E2
7 月 E2 E1 E1 E3 E2 E2 E1 E1A2
8 月
9 月 E1 E1 A5 E6 E2
10 月 E3 E1 E3 G1 E3 E2 E4 E1 E1
11 月 E6 E1 E2 E4 E3 E2 E3
12 月 E2 E3 E2 E2 E1 A3 E2
1 月 E1 E1 E2 D1 D1 E1 A4
2 月 D1 ▼ E2
3 月 E1 E1
4 年次 4 月 D1 E2 E1 E1 E2 E1
5 月 D2 D2 D2 D3 D2 D2 E2 E2 E2 D2 D2 D2 D1 E3 D1
6 月 D1 E5 E1 E3
7 月 D1 E2 E1 D3 D3
8 月 D1 E4 D2 E1 E1 E1
9 月 E1 G1 E2 F2 D1 E2 E3
10 月 D1 D4 E1 D4 D4 E1 D5 D3 D4 E2 D4 E2 D3 E1 D4 D4 D4 D1 D1 D3
11 月 D1 E1 D1 E2 E3 E3
12 月 E1 D1 E3 E2 E2 E2 D1 D1 E1
1 月 E1 E1 E4 E4 E1 D2 D2
2 月 E1 E1 E1 D1 D1
指導合計日数 18 16 16 19 15 19 19 20 16 23 21 16 27 16 16 15 15 16 42 15 16 15 22 15 19 15 28 15 19
注１） 　表内の▼は，資格取得を意識した時期を示す．サンプル№ 28 は，1 年次ということで▽で示した．なお，サンプル№ 18，23 は無回答および無効回答．
注２） 　表内の記号 A ～ G は，A：養護学校参加実習・介護等体験，D：障害者スポーツサポート，E：障害者（児）サポート，F：スポーツ活動サポート，G:
個人のスポーツ活動サポートを示し，記号に続く数字はその日数を示す．
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結果であった．この意図と実際に実施された合計日数とはほとんど関係なく，15 日はクリア基準という
目標値であり，それ以上はそれまでの成り行きで積み上げられているものと考えられる．
指導実績を活動種別に分け，その活用人数を Table 4 に示した．「養護学校参加実習・介護等体験」23 名
（79.3%），「障害者（児）サポート」23 名（79.3%），「障害者スポーツサポート」19 名（65.5%），「個人のスポー
ツ活動サポート」3 名（10.3%），スポーツ活動サポート 1 名（3.4%）であった．過去 2 年間のデータ 4）5）と比
較して，「養護学校参加実習・介護等体験」が資格取得者の約 8 割を占める傾向は変わりないが，「障害者（児）
サポート」の増加（1 ～ 2 割増）傾向と「障害者スポーツサポート」の減少（1 ～ 2 割減）傾向がみられた．これ
は，「障害者（児）サポート」内容である「障害児学級の支援，補助，ボランティア」を行なった資格取得者が
多かったことが起因していると考えられる．
資格取得者が指導機関・イベントを決定するきっかけについて，Table 5 に示した．「大学の掲示をみて」
13 名（44.8%），「大学教員からの紹介で」11 名（37.9%），「友人・知人からの紹介で」6 名（20.7%）が中心であっ
た．「大学の掲示」は，本学科資格担当スタッフや本学諸資格指導室が行なっているケースで，資格取得者
の約半数がこれを活用している．また，「大学教員からの紹介」は，資格担当スタッフが機会を捉えて相談
を受けながら適切にアドバイスしている状況で，約 4 割がこれを活用している．このことから，資格担当
スタッフの広報が，いかに大切であるかを再認識させられる．
Table 3.  指導実績合計日数
合計日数 n ％
15 日 9 31.0%
16 日 7 24.1%
17 日 0 0.0%
18 日 2 6.9%
19 日 3 10.3%
20 日 2 6.9%
21 日 1 3.4%
22 日 2 6.9%
27 日 1 3.4%
28 日 1 3.4%
42 日 1 3.4%
(n=29)
Table 4.  活動種別と活用人数について
n ％
A 養護学校参加実習・介護等体験 23 79.3%
D 障害者スポーツサポート 19 65.5%
E 障害者（児）サポート 23 79.3%
F スポーツ活動サポート 1 3.4%
G 個人のスポーツ活動サポート 3 10.3%
(n=29)
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（5）　今後の活動について
資格取得者に対して，取得後の活動についてどう考えているかを Table 6 に示した．「積極的に活動した
い」2 名（6.9%）で，「状況が許せば積極的に活動したい」17 名（58.6%），「すぐには無理だが将来的には活
動したい」10 名（34.5%），「今は何ともいえない」2 名（6.9%）とすぐに行動が起こせない状況の資格取得者
が大半であった．これは，中級スポーツ指導員資格が就職と直接結びつくものではなく，またすぐに活用
できるものではない状況であることを物語っている．就職や生活基盤との関連や，資格取得者の意思がこ
の資格を生かすことにつながるのではないだろうか．
（6）　今後の資格担当スタッフにおける取り組みについて
この研究を始めた当初の課題として，「中級スポーツ指導員資格取得者が減少すれば，本学健康・スポー
ツ科学科において，取得資格淘汰の場合に，その対象となる可能性があるのではないか」という危機感か
ら取り組んだ経緯がある．その対策として，資格の必要性のアナウンスや取得後のアフターケアが重要と
なり，資格担当スタッフがこれらに取り組んできた．今回，第 6 回全国障害者スポーツ大会（のじぎく兵
庫大会）が地元で開催され，この指導経験を含んだ資格取得者が 13 名（44.8%）いたこともひとつの大きな
要因であるが，前々年より 45.8% 増，前年より 75.0% 増と資格取得者が増加した点は，評価できる．そ
の他増加の要因として考えられる「大学での掲示をみて」や「大学教員からの紹介」が，指導実績を積ませる
ことに大きな役割を果たしていることも，今回の調査によって証明できた．しかし，このようなビッグイ
ベントの影響は参加学生の関係からあと 2 年しか及ばないことからも，資格担当スタッフは，今後ますま
す学生に対するフォローを強化する必要がある．
Table 5.  指導機関・イベント先決定のきっかけ
n ％
a 大学の教員の紹介で 11 37.9%
b 大学での掲示をみて 13 44.8%
c 友人・知人の紹介で 6 20.7%
d 友人・知人に誘われて 2 6.9%
e 自分でホームページを調べて 3 10.3%
f 自分で広報誌等と使って調べて 0 0.0%
g 養護学校・介護施設を訪ねて 2 6.9%
h 養護学校参加実習・介護等体験のつながりで 3 10.3%
i 身近に障害者がいたから 3 10.3%
j 大学入学前からのつながりで 0 0.0%
k その他 1 3.4%
無回答 3 10.3%
(n=29)
Table 6.  今後の活動について（複数回答）
n ％
積極的に活動したい 2 6.9%
状況が許せば積極的に活動したい 17 58.6%
すぐには無理だが将来的には活動したい 10 34.5%
たぶん活動しない 0 0.0%
今はなんともいえない 2 6.9%
(n=29)
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4．まとめ
過去 5 年間 5 題にわたって障害者スポーツ指導者資格について報告してきた．中級スポーツ指導員の資
格取得には，「講座の単位取得」と「卒業までに 3 年間にわたって，120 時間（15 日）以上の指導経験を積む」
ことが要求される．多忙な学生にとって，指導経験を積むことが容易ではなく，その指導が特に重要であ
る．そこで，今回は，2006（平成 18）年度資格取得者の意識と指導経験を検討することによって，今後の
資格取得のための指導に生かすことを目的に研究に取り組んだ．
1）　資格取得の目的は，「将来必要になるかもしれない」が 69.0%，「興味がある」が 65.5% を占める．資格
取得を意識した時期は，1 年次 44.8%，2 年次前期まで含むと 72.4% である．
2）　指導経験の合計日数は，平均 18.8 ± 5.68 日，最高 42 日であった．一番早く指導を開始したのは，2
年次 4 月で，その後 5・6 月には「養護学校参加実習・介護等体験」が実施され，含わせると 65.5% が開
始された．
3）　指導実績の活動種別では，「養護学校参加実習・介護等体験」と「障害者（児）サポート」が 79.3%，次い
で「障害者スポーツサポート」が 65.5%活用していた．これらの指導機関・イベントへのアプローチは，「大
学の掲示をみて」が 44.8%，「大学教員からの紹介」が 37.9%，「友人・知人の紹介」が 20.7% であった．
4）　取得後の活動として，「積極的に活動したい」が 6.9%，「状況が許せば積極的に活動したい」が 58.6%，「す
ぐには無理だが将来的には活動したい」が 34.5% であった．
5）　今回の資格取得者の増加は，第 6 回全国障害者スポーツ大会（のじぎく兵庫大会）開催が要因として考
えられるため，今後これに代わる対策として，学生へのフォロー強化が一層必要となる．
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